
印

発刊に

あたって

九州育種 だより Vol.1 

この度、遅ればせながら、九州育種のPR紙を4半期に一度発行することを職員の

総意で決定し、何とか第 号を発刊することができました。

林野庁、特に九州の職員は、男と言うものは、口数を少なく黙々と仕事をし、自分の

業績などについては多くを語らないものだ、という考えの人が多い、と感じるのは私

だけでしょうかつ そのことは、心情的には、十分理解出来るのですが、林木育種とい

う極めて地昧な仕事に携わっている我々にとって、あまり誉め5れることではありま

せん。林木育種という言葉さえ馴染みが薄いなかで、九州育種場がど乙にあって、ど

んな仕事をしているのか、林業関係者でさえ知らない人が多いというのが現状では

ないでしょうか。手前みそには主主りますが、九州育種場の職員は、本当に真面目に仕

事をし、多くの成果をあげてきていると思います。しかし、仕事のPRについては率直

芯ところ、本気で取り組んで来たとは、言えないと思います。我々はもっとPRIと力を

入れて、多くの人に、林木育種についての理解を深めていただく努力をする必要があ

ります。そのためには、より平易芯言葉で我々の仕事の成果を伝えることと、都合の

良いデータだけでなく、全てのデータを公表することが大切だと考えています。

本紙は、そのための最も重要な手段と位置付けており、国有林、各県、森林所有者

等林業者の皆様に、林木育種に関するいろんな情報を、平易で分かり易い文章によっ

て提供することを心がけていきます。

更に、関係者の皆様の、情報交換の場としても活用して頂くことを期待しており、次

回以降、原稿の依頼など御協力をお願いすることがあると患いますので、よろしく御

願いします。
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• • 
スギ花粉症への林木育種面かうの対応

• 
1 .はじめに
花粉症、とりわけスギ花粉症には、春先に芯ると

多くの人が悩まされています。一度発病した花粉症

は、いまだ自然治癒が期待でき芯いというやっかい

な病気です。そのため、各方面ではスギ花粉症対策

が講じられ、当場でも林木育種面からの対応を進め

ており、その一端をご紹介します。

2 花粉症

花粉で起こるアレルギが花粉症で、我が国では

1961年のブタクサ花粉症の報告が最初で、樹木では

1964年にスギ花粉症が報告されています。現在では

スギ、ヒノキ、シラカンパなど50種以上の植物が花

粉症を引き起こすといわれています。

北海道ではシラカンパの花粉症が有名ですが、本

州、四国及び九州ではスギが代表格です。

花粉症は日本だけでは砿く世界的な問題です。例

えば、アメリカ合衆国では、 3∞種以上の花粉症抗

原物質が発見されており、ブタクサ等の花粉症患者

は1千万人以上ともいわれています。

花粉症の素因は、遺伝するといわれていますが、

花粉症の発病は、遺伝的広素因のみで芯く、大気汚

染、食事、ストレスなど種々の要因が影響を与える

といわれています。

• 
厚生省では、花粉症の病因、病態、治療法などの研

究を、環境庁では、大気汚染物質の花粉症への影響

芯どの研究を、また、気象庁では、花粉情報作成に

必要芯気象情報の高度化のための研究を、それぞれ

進めています。 方、林野庁では、スギ花粉の分布

状況、発生量、飛散状況の調査研究、並びに雄花の

少芯いスギ品種の創出やスギ林の雄花の多い個体の

間伐等による花粉発生量減少効果の調査研究を行っ

ています。

ところで、雄花の少ないスギ晶種の倉Ij出に関して

は、林野庁が、林木育種協会への委託により、 1991

年から各県に設定されている検定林を対象にスギ精

英樹クローンごとの雄花着花性の解明を進めていま

す。

九州育種場においても、戸田う(1996)により以

下のよう芯調査研究の成果を出しています。

九州地方で選抜されたスギ精英樹のうち、場内に

植栽している276クロ ンを対象に、 1988年からの

B年間にわたって、観察調査による雄花着花性の評

価を行っています。その結果、調査期間中に 度も

着花がみられなかったもの47クローン、着花量が極

めて少芯いもの103クローンを確認しています。

また、さし木由来の精英樹と実生由来の精英樹と

を比較するとさし木由来の方が雄花着生量が少悲い

傾向にあります。さらに、さし木由来の精英樹につ

いて、さし木発根率と雄花着生霊との聞には、負の

相関関係が認められています。その原因は明らかで

はありませんが、興味深い結果です。

このような成果から、雄花着生の少ないクローン

の普及が可能に芯っています。今後さらに、現地に

植栽されている検定林での調査により、上記の雄花

着生量の皆無又は少広い精英樹クローンの着花性の

再縫認も進めることとしています。

電子顕微鏡でみたスギ花粉 九州においては、スギのさし木苗によるクロン

造林が広く行われていることからも、育種薗からの

3 スギ花粉症対策における林木の育種 花粉症対策は非常に有利と考えられます。

花粉症対策は、各方面で進められており、例えば、 (育種課富田掴男)
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マツノザイセンチュウ抵抗性マツの生産

• 

1 マツ枯援の現状

アカマツとクロマツは日本各地に広く分布し、木

材は建築、造船主Eど木材加工用に、林分は防風、飛

砂防止など多くの役目を果たしています。また、海

岸の景観構成や門松、庭木、盆栽として日本人の精

神生活の面においても関わり深い樹穫となっていま

す。しかし、明治38年頃から各地のマツ林が集団的

に枯れ初め、昭和54年には材積で243万niの被害が

記録されています。被害は九州地方ばかりでなく、

これまで被害が見うれ五よかった海抜の高いところや

東北地方にまで及んでいます。こうした被害を防ぐ

ために、薬剤散布、枯損木の焼却などが行われてい

ますが被害はおさまる気配がありません。

2 マツの枯れる原因

マツの枯損原因はマツノザイセンチユウとマツノ

マダラカミキ1)の両者によることが定説となってい

ます。体長O.6mm程度のマツノザイセンチュウは、
材の中に侵入しますと旺盛芯繁殖力で増殖してマツ

は枯損します。マツノザイセンチユウは木から木へ

の移動はできないので、マツノマタ、ラ力ミキリに運

んでもういます。一方、マツノマダラ力ミキリは健

全芯マツではヤ二芯どの影響で幼虫の生育には適さ

ないので、マツノザイセンチコウの力をかり芯けれ

• 

マツノザイセンチュウ人工接種検定苗畑

(九州膏種場。1995差別

抵抗性クロ ン(碩子をとる母樹)の中

には弱い子供群を産するものと.強い子

供を産するものがあります.これを確か

めるために 母樹毎のE年生苗木に苗木
1本当た口5干蹟のザイセンチュウの人
工接種を行います。

ぱ芯りません。そのため、マツノマダラカミキリは

腹部にマツノザイセンチユウを5干-8万頭を抱え
ているといわれています。

3 枯れないマツの原因
マツを枯損から守るためには、大きく分けて二つ

の方法があります。一つはマツノザイセンチユウか

マツノマタラ力ミキリを撲滅する薬剤防除ですが、

これうを自然界かう全て無くすには大変困難なこと

です。現在、マツノマダラカミキリに伝染する薗を

利用して撲減しようという生物的防除という方法も

研究されていますが、実用化までには至っていませ

ん。他の つはマツノザイセンチュウにアタックさ

れても枯れないマツすなわち「抵抗性マツ」 を造林

することです。

マツの被害地の中に、数本生き残っているマツが

見られます。なせ'枯れなかったのでしょう。この原

因については次の3つに大別されています。①マツ

ノマダラ力ミキリが寄りつかない、あるいは好ま芯

いマツ(非選好性)、②マツに侵入したマツノザイ

センチュウを殺すか、発育及び繁殖を抑制するマツ

(抗性作用)、③マツノザイセンチュウによる被害

を修復し、乙れらに耐えるマツ (耐性)、このうち

①については被害地に残っているマツを調べると、
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ほとんどのマツがマツノマタlラ力ミキリに食害され

ています。このことから虫側の選択性はないと言え

ます。残る②と③がマツを枯らさ芯い要因とされて

います。したがって、抵抗性マツはこの内のどちら

かを、あるいは両方の性質を持ったものと言われて

います。

4 抵抗性マツについて
抵抗性マツは、関西、四国及び九州か5アカマツ92

本、クロマツ16本、計1日日本(以下「クローン」と

いう。)が選ばれています。これらは、つぎ木で増

殖されて抵抗性採種圏が作られていますが、全国に

は1府21県にアカマツ14、クロマツ19箇所合計33箇

所、 17.3haがあります。これらの採種園からは徐々

に種子が生産されており、このうち九州では、平成

B年度!こアカマツ2.9旬、クロマツ95kgが生産され

ています。今後、抵抗性採種園の樹齢が高く芯るに

つれて生産量は増加すると思われます。ちなみに九

州地方で取れた種子を全て育成した場合、接種j斉み

苗はアカマツ約11.3万本、クロマツ9.5万本となり、

ha当たりの植栽本数を6，00日本とすると、造林面積

はアカマツ19ha、クロマツ16haが可能となります。

選ばれた抵抗性クロ ンを調べて見ると、花の開

花時期、花の着生量、球果の着生量、種子の生産量

などがクロ ンによって遣います。また、抵抗性ク

ローンからの子供群も、抵抗性の強いものから弱い

ものまであって、全ての子供が強いとはいえません。

この原因はマツは風媒花のため、抵抗性ク口 ン以

外の一般マツ(抵抗性の弱い)の花粉との交配、あ

るいは抵抗性クロ ンの中には弱い遺伝子をもった

ものがあり、それが子供に遺伝する等があげられま

底抗性マツの現地検定 (水俣森称経営センター管内市部)
人士接種検定して生音残ったマツ苗をマツノザイセンチュ
ウ被害百地lζ試験的に造林して、;i!j着率、成長、ザイセン
チユウ抵抗性等を調査しています。写真は水俣の5年生の
ものですが九州には吹よ浜等S箇所に設定しています。

すが八ッキリしたことはわかっていません。

抵抗性子供群のザイセンチユウに対する抵抗性を

調べるには、苗畑で2年生苗木に 1;本当たり 5千頭

のザイセンチユウを人工的に接種します。接種後

2力月もすると、マツノザイセンチュウに対して弱

い苗木は枯損しますが、強い苗木は残ります。残り

具合は、現在アカマツが約7割、クロマツは約5-
6割程度ですが、抵抗性採種園から弱い子供を産す

るクローンを取り除いたり、抵抗性クロ ン同士の

交配によって品種改良を進めていますので、残り異

合はもっと多くなるはすです。今でも、 一般マツの

残り具合がアカマツ3割弱、クロマツ1割程度です

から、抵抗性子供群のマツノザイセンチ1ウ抵抗性

は高いといえるでしょう。

表-1 九州地区における抵抗性マツの生産量可能数

樹種 種子璽 種子粒数 発芽率
山行苗

生産数

アカマツ 2.9kg 328，000粒 日日% 188，9∞本
クロマツ 日5 554，500 60 239，5∞ 
計 12.4 日82.500 284.7∞ 

注)種子生産量は平成B年度の実績
種子粒数、発芽率、床替率、山行率、掻種検定生存率は九州育種場の資料を用いた。
床替率は田% 山行率は凶%を用いた。
接種横定における生存率以宜主率を見てアカマツ60%、クロマツ40%を用いた。
ha当たりの植栽本数は6.0007.ドとした。

検定済み 造林司

抵抗性マツ 能面積

113，3日日本 19ha 
95.800 16 
209，100 35 
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5 事業的な抵抗性マツの生産
(天草森林組合の例)

「抵抗性マツ箇」は抵抗性採種国産種子からの苗

のことですが(図ー1)、ザイセンチュウを人工接種

して、生き残った抵抗性マツ苗の生産を事業的に

行っている機関があります。熊本県の天草森林組合

もその一つで、平成2年から全国に先駆けて行われ

ています。熊本県や九州育種場から購入した抵抗性

種子で苗木を養成し、それにザイセンチュウを援種

して生き残った苗を生産しています。現在の生産量

は約2万本で、主に海岸保安林の修復などの公共事

業に利用されています。同組合では、ザイセンチュ

図-1 抵抗性マツ苗の概念

ウの増殖室、各種実験器具が整備され、専属の職員

も配置されています。また、抵抗性マツの造林活着

率を高めるためにポット育苗の技術開発、抵抗性マ

ツ造林地の追跡調査を行う等、研究面でも大き主主成

果をあげています。さ51こ「抵抗性マツ生産」につ

いてのマニュアルも作成されており、これから事業

を始めようとする台機関のモデルケ スとして全国

から注目されています。

天草森林組合では専用の抵抗性採種園も設定され

ており、本格的芯種子生産と併せて将来10万本の苗

木生産を目標とされています。

ア力マツ92及びクロマツ16
7ローンかうの種子

昨季子主主対円時明司 必、;パ|
椛需??F汚:じゅ〆¥|
IGI¥ 阜・ぷι _ & 瓦 川ー一二一.--べ句Rγ吋1m

抵抗性マツ Lぶ ¥三時二-・・・
;.'. 

融
，:Y-:司

鍍種済み苗 未接種苗

... ーーー司
主主)r嬢樋」とはマツノザイセンチュつの人工接種を愚畦

する。

マツノザイセンチュウ抵抗性穫苗の生産 (王草孫林組合、1田5年)

天草森林組合ではザイセンチユウ在人工控種して生告賎ったマツ菌をポットに移植し

て育成しています.ポット苗は海岸の砂地への祖林でも活泊が良いこと、植林時期が

畳くZよること等の利点があ口ます。

6 抵抗性マツの造林後の状況
造林された r抵抗性マツ」はどの程度の抵抗性を

発揮するのかは、笛木生産側、造林者側双方とも注

目するところです。先に述べたように苗畑で抵抗性

の弱いものはふるい落としたので、造林地ではか芯

りの抵抗性を発揮するものと思われます。九州、|育種

場の抵抗性マツ造林地の結果を見ますと表-2に示し
たように、定植後の生存率は各試験地とも95%以上

となっており、また、 5年生で6m近く成長したも

のもあって順調に成林しています。

抵抗性マツの造林で注意しなければなら砿いこと

は、従来のマツと同様芯施業体系を遵守しなければ

正常芯生育をしないことを忘れてはなりません。す

1;J.わちアカマツ クロマツの造林特性にあった適地

に造林しなければマツノザイセンチユウに対する抵

抗性は期待できません。特に海岸造林では飛砂塩

害等を防止するための砂防柵の設置、客土や巣植え

を行う等の保育管理が必要です。また、造林地周辺

にある被害木の撤去はマダラカミキリの生息密度を

減うすためにぜひ行ってほしい施業の つです。
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表-2 現地適応試験地の状況

試験地名 場所 設定年 家系数

現地適応試験地

マツ3号試植検定林

マツ3-1号試植検定林

19日日
1991 
1992 
1996 

37 
58 
84 
24 茂道マツ現地適応試験地

現地適応試験地

鹿児島県日置

熊本県水俣

熊本県水俣

熊本県水俣

鹿児島県日置 1996 131 

浬)1998年は非抵抗性家系の横定済み実生苗
19引、 92は抵抗性家系の横定高み実生苗
事 折損14.6%野兎害4.1%

** 乾操害
*** 植え付け枯損

7 今後のマツノザイセンチュウ抵抗性育種
九州地域は抵抗性クロマツ苗の要望が多く、供給

が追いつか広い状況です。乙れは、クロマツ抵抗性

が16クローンと少芯く、種子の取れるのは9クロ

ン程度と少芯いこと、人工接種で生き残る割合がア

カマツに比べて低いこと芯とが原因です。このため、

九州育種場では平成B年度か5クロマツの追加選抜

を行っていますが、平成旧年には新たに数本のクロ

植栽

本数

444 
2.504 
2.752 
499 
3.582 

造林

活着率

80.2%* 

日5.8 * * 
日日 3 ** 
99.2 *** 
92.0 *** 

定植2年以降調査
林齢までの生存率

95日号6
99.3 
97.4 

調査時

林齢

4年生
5年生
5年生
1年生
11 

マツ抵抗性クローンが認定されることになっていま

す。 方、アカマツについては、抵抗性の高い子供

群を産する25クローン程度を使った採種園の改善も

計画しています。さらに、抵抗性リュウキ1ウマツ

についても調査研究に着手しており、 40クロ ン程

度を選ぶ予定と怠っています。

(育種研究室戸田忠雄)

マツノザイセンチュウ抵抗性採種園 (九州育種湯、明悼)

全国には抵抗性ク口ーンを用いて設定されたアカマツ14箇所
(8.6ha)、クロマツ19箇所(8.7ha)の採種闘がありますが、そ
こか己は抵抗性種干の生産が行われています。
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九州地区林木育種事業担当者会議を開催

平成 B年度九州地区林木育種事業担当者会議を平成 9年 1 月 22日 ~23日に佐賀県武雄市

の佐賀勤労総合福祉センター武雄温泉ハイツにおいて、森林総合研究所九州支所、熊本営

林局、福岡他7県及び九州育種場か535名が出席して開催しました。

この会議は、採種穂園関係の事

業担当者の打合せを行うため、毎

年1回開催しているものですが、

今年度は、特に、室内での会議に

加え、現地での採種園採穂園の

管理や改良方法についての現地検

討会も行いました。

ます、開催に当たり主催者の大

庭九州育種場長から、今年は林木

育穫を始めて40年目になります。

九州では抵抗性マツは成果を上げていますが、スギ、

ヒノキの成果がもう一層、である。

採種国等の改良を行うため、 B年度からクロ ン

品種作りに力を入れているとこであり、 9年度末に

精英樹の最新の特性表を完成させるととにしている

ので、特に、スギは成長や材質の優秀なものや地域

のニーズに合ったクロ ンを選択して採穂園を改良

し、育種苗の普及に努める必要があると挨拶しまし

た。

次に、開催県である佐賀県の森林整備課長は、武

雄市は苗木の生産力1盛ん芯と乙ろであったが、年々

苗木の生産量が減少している。また、マツの育種苗

を虹の松原に槽裁を行っているところである。今後

は、抵抗性マツやスギの花粉症対策にも取り組む考

えである。なお、造林木に対する雪害も問題に怠っ

ているので、これらの対策を含めて指導をお願いし

たいと挨拶されました。

主な議題と打合せ内容は;欠のとおりです。

1 ヒノキ採種園の管理と種子生産について

九州育種場から、九州全体のヒノキの種子生産

量は、凶作のため昨年に比べか芯り減少している。

また、県の採種園の取り組み姿勢に差が見られる

乙とから、精英樹の種子生産に本腰を入れていた

だきたいと要望しました。

そして、採種園の改良等について、 9年度から

方向付けを行って成長や材質に目を向けて、二

ズに合った採種園にして行く考えである。また、

9年度に完成する精英樹の特性表(各精英樹ごと

に、成長、幹の通直性、材色 ヤング率等の材質

芯どの特性の一覧表)を利用して、各県の採種園

に適合したクロ ンを決定していただきたいと要

望しました。

また、県からヒノキ種子の不足及びヒノキ山行

苗が過剰なところの対応、着花促進等の取組み状

況について説明がありました。

2.スギ採種園・採穂園の管理状況について
スギ採穂圏の改良には精英樹の特性表を利用し

ていただき、各地域の二一ス"に合ったクローンの

選択をお願いしたい。また、採種園等の改良に必

要な苗木を生産するには、っき木で2年かかるの

で、県で必要なクローンは事前に育種場に要求を

していただきたい等の打ち合せが行われました。
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3.抵抗性マツ採種園の現況と苗木の供給体制

について

九州育種場から、九州全体の抵抗性マツの種子

生産量は、昨年に比べ若干増加しており、特に、

クロマツが僧加してきでいる。県によっては種子

の生産が少芯いところがあるので、県問で有効に

活用していただきたい、とのコメントをしました。

佐賀県からはマツの枯損の原因は何かとの質問が

あり、九州育種場かう枯債の原因ついて次のよう

に説明しました。

①つぎ木クローンの後発生不親和性による枯鏡、

②つぎ木台木かう萌芽したものへのザイセンチユ

ウの侵入による枯損、③定植直後では乾燥や力ヤ

等がかぶさり蒸れて枯損、④ユンボ(器械)で掘っ

たための根部の損傷による桔損、⑤また、センチュ

ウで枯損したのか、他の要因によって枯損したの

か不明で、枯損原因を細分化して調査する必要が

ある。

例えば、枯損が多いクローンは実生後代の抵抗

性がどうなのかとの比較も必要である。これは採

種園の枯損木の補値とも関連すると説明しました。

また、単年度の抵抗性マツ苗へのザイセンチュ

ウ接種検定結果においては、平均生存率が高い年

度の場合は、生き残った苗木の抵抗性は低い苗木

も混在する。また、平均生存率が低い年度の場合

は、抵抗性の高い苗木が揃う。

平成B年度の平均生存率は昨年よりも低かった

が、媛種前後の雨が少主よかったためである。検定

結果は、鍍種前後の雨に左右される(接種前後20

日間の雨量と枯渇の相関係数は96%である。)と

説明しました。

t，f.お、各県から抵抗性マツ苗の使

用状況、苗木の販売額及び採種園の

管理等について、現状報告がありま

した。

4.地域特性品種育成事業について

福岡県等4県で実施している地域

特性品種育成事業の進捗状況につい

ては、その進行状況と今後の検定方

法等について討議されました。

芯お、ウドやナンテンの増殖中で

のモグラ被害やタラノキの分根僧殖、シオデの順

化などでの苦労話も出されました。

5 提案要望事項について
提案要望事項では、マツノザイセンチユウの抵

抗性マツ苗木の林業種苗法よの表示をどうするの

か。

九州育種場から、現在、林野庁と林木育種セン

ターで検討中である。現状では接種、未獲種につ

いて、パンフレット等で造林者に説明する必要が

あると説明しました。

熊本営林局から広葉樹等の直箔きの方法をどの

ようにすればよいのか。営林署かう百木がシ力芯

どに食べられるので直播きをしたらどうか。また、

法面にクズカズラを播きたい芯どの要望があるの

で、手ヲ!書がほしいとの話しが出されました。

これに対して、森榊細の育林部長から、広葉

樹は発芽後しばらくは弱く 4年後位には安定して

くるので、直婿きよりも苗木を植えた方が得策と

考えられる。また、ミズナラは旭川営林支局で直

播きされているので、照会されたらどうか。また、

種の大きいものはます動物に食べられるので、直

渇きしてから埋めることが必要とコメン卜されま

した。

B 現地検討会

現地検討会では、佐貿県大町県有林のアカマツ

のザイセンチユウ抵抗性採種園とスギ精英樹採穂

園において、採種木の整校関定や間伐芯どの育成

管理方法について講習を兼ねた検討を行いました。

(指導課石原昭紀)
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九州地区林業用種苗需給調整協議会が開催

標記の協議会が平成B年11月21日に福岡市で開催

されました。

林野庁、熊本営林局、森林開発公団福岡支所、九

州各県、全苗達、県苗連、県森連、当場関係者芯ど45

名が参集し、 B年度生産種苗の需給調整及び価格に

ついて以下のよう砿協議がなされました。

[協議内容]

1 平成B年度生産需給調整

九州地方における山行苗木の需給は、おおむね下

表のとおりと見込まれます。

平成8年度山行苗木需給表
単位千本

樹種 生産量 需要量 過不足

ー ス ギ 414 285 129 

サシスギ 4.538 4.609 41 

オピスギ 3.266 3.117 149 

ヒ ノ キ 13.325 10.417 2.908 

クロマツ 276 173 103 

ク ヌ ギ 2.448 1.892 556 

そ の 他 711 604 107 

i主 樹種名l草協議会において使用する名称。
三スギは実生苗.サシスギ、オピスギはさし木苗。

f尋苗率
単位 %

よぎ?
スギ

ミスギザシオビ
ヒノキ マツ クヌギ

7 64 59 56 61 70 50 
B 68 64 63 63 65 70 

本年度の苗木の生育状況は、全般的に良好です。

需給状況を樹種別にみると、スギについては一部

不足があるものの余剰で、他県への移出及び移入、

床替えで対処する見込みです。

ヒノキについては余剰で、スギと同じく他県への

移出及び床替え、廃棄で対処する見込みです。

アカマツについては、需給関係は支障なし。

クヌギについては、余剰で、他県への移出及び床

替え、廃棄で対処亘る見込みです。

2 平成B年度種子需給調整

本年は、スギ・ヒノキ種子とも凶作である。

アカマツ クロマツ種子は並作~凶作であるが、

余剰分については貯蔵で対処されます。

クヌギは需要量が生産量を上回り、地区外、韓国

からの移入で対処する見込みです。

3 平成B年度九州地区苗木標準価格

標準価格は九州各県において、苗木価格を決定す

る際の参考にするため、生産費所得方式により算定

しているが、例年のように各県からの提出資料を基

に謁整を図った結果、生産費原価を次のとおりとし

ます。

平成8年度造林用苗木生産
単位円

樹種 B年度算定 対前年度比%

ス ギ 日。94 95 

サシスギ 59.89 87 

オビスギ 62.23 99 

ヒ ノ キ 57.98 100 

マ ツ 47.26 118 

ク ヌ ギ 61.91 1∞ 

4 その他

次期協議会は大分県で開催の予定です。

(指導課中島勇夫)

9一一一一



地

一πの
小
・
中
学
校
に
「
茨
道
松
」
贈
否

当場では平成9年1月12

日熊本県水俣市の市立水俣

袋小学校と袋中学校に茂道

松をそれそれ1本すつ贈り

ました。

茂道松は水俣市茂道の国有林に分布し、樹高成長及び材質的特性の点で、高い評価を受け

たマツですが、 1960年代の前半からマツノザイセンチ1ウの被害によって年々枯損が進み、

現在絶滅寸前の状態です。しかし茂道松は、両校の校歌にも歌われているなど、地元住民に

とって愛着の深い樹木であり、「茂道松を守る会」が中心と芯り松林の復活を目指した運動

が続けられています。

今回寄贈しましたこの松は、 B年生で高さ5.3m、目通り 9cmあり、種子から繁殖したも

ので、苗木1本についてマツノザイセンチュウ5.00口頭を寄生させて生き残った、ザイセン

チユウに強い茂道松です。

贈呈式は、同日、袋小学校の校庭で児童 父母が集まって行われ児童代表かう「大切に育て、

茂道松が生い茂るようにしていきたい」との当場へのお礼の言葉がありました。

茂道松の由来等

約2∞年前に植栽され、その後天然更新または植林されたとする説やもと

もと天然生であるなどともいわれているが明らかでは芯い。特徴は、外部形

態は総じてクロマツに近いものの、樹皮の色、冬芽の形状と色などにはア力

マツ的芯特性も見られる。材質は樹幹が通直で、年輪は方正である。用途は

梁材、床材等の建築用材、また、造船のキール芯ど広範である。樹脂道指数、

針葉形態、球果の形状等はいすれもクロマツに区分される。

(庶務課徳山征四郎)
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